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新たな地域医療構想と
病院の将来
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本日お話しする予定の内容
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  ０．2025年度の位置付け

  １．医療需要の変化

  ２．医療供給の現状と課題

  ３．地域医療構想の現状と課題

  ４．新たな地域医療構想

 ５．病院医療における外来の位置付け

６．最近の政策論議



０．2025年度の位置付け

○2024年4月 第8次医療計画（～2030年3月）

  第4期医療費適正化計画（ 〃 ）

  医師の働き方改革始動

介護報酬改定、薬価改定

 6月 診療報酬・材料価格改定

 12月 新たな地域医療構想等に関するとりまとめ

○2025年4月 かかりつけ医機能報告制度始動

薬価中間年改定

   ?月  医療法等改正

  新たな地域医療構想GL検討開始 5



１．医療需要の変化

（１）医療需要に影響する諸要因

〇人口構造の変化

・新人口推計（2023.4.26）
・「人口減少社会」という避けられない現実

→人口減少社会を前提とした制度、政策、仕組

 みを構築していく必要

・地域差についての考慮：神奈川県の位置付け
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○経済成長率（GDP伸び率）の推移
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〇技術進歩

・Newhouse（1993）An Iconoclastic View of Health

Cost Containment,

Health Affairs 12, suppl 1（1993）:152-171.

 ・医療費の増加要因として最も大きいものは何か

→「技術進歩」

・公的医療保険でどこまで技術進歩を取り入れるか

→技術評価、費用対効果分析等
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〇人々のニーズの変化

 ・価値観等の反映

＜例＞「死に場所」の変化

 ・医療者の価値観とのギャップ

＜例＞「闘病」→長期的に埋まるか？
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（２）医療（・介護）分野の将来ニーズ

◎医療（・介護）は、長期的に見て、数少ない確実な

「成長分野」

○医療・介護支出における日本の相対的位置

・最長寿国だが、比較的コントロールされている

・医療費4兆円削減論？

○ただし、ポジショニングの問題あり

・後述するように、入院、外来、在宅等、分野に

よって医療需要の変化は一律ではない 14
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地域における医療及び介護を総合的に確保するため
の基本的な方針（総合確保方針）2023.3.17改正

○医療内容（外来、入院、在宅等の種別）を横軸、2次
 医療圏等地域を縦軸とした、2次元の座標軸によっ

 て、医療需要を具体的に捉える必要
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２．医療供給の現状と課題

（１）資本集約的（＝労働節約的）な医療提供体制

○医療は、一般的には「労働集約的」なサービスと考

 えられている

○国際的に比較してみると、資本が豊富にある一方で

、手薄な人員配置という状況

 →いわゆる「医療崩壊」の基本的背景
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○主要な医療資本投入状況の国際比較（２０１７年）
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○主要な医療労働投入状況の国際比較（２０１７年）
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（２）地域差の問題

○都道府県間・内の双方において大きな地域差

→医療政策上無視できない

○いわゆる「西高東低」の問題（次ページ）

○神奈川県の位置
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○病床数の地域差

（人口10万対都道府県別病院病床数：2023.10）

一般病床 710.0床（最大最小比2.3）
1.高知1146.5 2.大分1074.9 3.北海道1018.0 4.鹿児島989.0 5.和歌山955.3

  47.神奈川508.7 46.埼玉519.6 45.愛知531.6 44.千葉584.3 43.東京584.7

療養病床 220.1床（最大最小比4.9） 
1.高知669.8 2.山口550.1 3.徳島465.8 4.佐賀455.5  5.長崎451.4

  47.宮城137.5 46.京都137.8 45.神奈川138.3 44. 岐阜140.7 43. 埼玉150.6

精神病床 256.5床（最大最小比4.2） 
1.長崎603.0 2. 鹿児島600.5 3.宮崎559.3 4.徳島520.4 5.佐賀514.4

   47.神奈川143.3    46.東京146.7 45.滋賀160.7 44.愛知163.5 43.静岡180.4
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○病床数の地域差をめぐる議論

・「わが県は病床数が多く、医療へのアクセスもよく、

 県民は大変満足している。病床数が多くて何が悪

   いのか」という議論について、どう考えるか？
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（３）医療施設体系の連続性

○病院と診療所の区別、機能分担、連携が少ない

→「診療所が大きくなったものが病院」

○診療報酬も基本的に病院、診療所共通：出来高払

○Lack of differentiation and standardization

機能分化と標準化の欠落：OECD(2001)
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日本の医療施設体系に関する概念図（2023.10）
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（４）民間主導の医療提供体制

○Publicly funded and privately delivered

・病院8,122のうち、医療法人69.7%、個人1.3%、公的

14.7%、国3.9%

・少なくとも量的には、民間医療機関が大きなウェイ

トを占めている

・国際的には、公－公、民－民の組合せも
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○公―民という日本の組合せの評価

・「保険あって医療なし」という当初の危惧は杞憂に

・むしろ、「需要が供給を引っ張る」形で、医療提供体

 制の整備が急速に進んだ

・問題はこれから：拡大局面→縮小局面にどう対応

  するか

→地域医療構想
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（５）Laissez-faireの医療提供政策

○Laissez-faire（自由放任主義）

・医療保障政策は、強い国家の介入：皆保険体制、

  医療保険改革等々

・医療提供体制については、「自由放任」

→基本的に自由開業制で、医療機器の規制もない

・医療計画の病床規制も増床抑制のみ

→人口減少社会において今の体制で持つのか？
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３．地域医療構想の現状と課題

（１）地域医療構想の位置付け

○日本の伝統的な医療提供政策（Laissez-faire：自由

 放任主義）から一歩踏み出したもの

○医療機関の自主的選択による地域の医療提供体

 制の実現
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（２）地域医療構想と医療機関経営

○基本的な経営戦略（ポジショニング）に関わる問題

・公開データを基に、地域における自院のポジショ

ニングをどう考えるか

○診療報酬との比較

・法律事項vs.大臣告示別表
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＜日本の法令の階層秩序＞

日本国憲法

法律 （健康保険法）

政令 （健康保険法施行令）

省令 （健康保険法施行規則）

告示 （診療報酬の算定方法）

通達
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○病床機能区分の考え方（概念図）
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（３）地域医療構想の現状評価

○2023年度報告まで判明

・全体として、一定の進捗

→必要病床数に近づく方向にある

・地域によっては課題有り

・2025年に向けてさらに加速する必要
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４．新たな地域医療構想

◎新たな地域医療構想等に関する検討会
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５．病院医療における外来の
位置付け

◎尾形（2023）『志なき医療者は去れ：岩永勝義、病

院経営を語る』増補改訂版

日本看護協会出版会

42



○「急性期（非救急型）高機能病院は、アクセスの悪

 いところにこそ立地すべきだ」

→「バスの入構」は困ったことか！？

○「ブティックで、コンビニと同じものを売っている

 か？」

→マイケル・E・ポーター「ポジショニング論」

 「あれもこれも」、ではなく、「あれかこれか」の

選択
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○急性期（非救急型）高機能入院医療の立地戦略

・急性期病院の外来部門は一般的に赤字

中医協コスト調査分科会資料

病院・診療所共通の外来診療報酬の帰結

・外来→入院につなげるという「神話」

・きわめて効率の悪い方式

・経済的効率の問題だけではなく、職員も疲弊

・効率の良い方式：紹介外来→機能分化・連携
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６．最近の政策論議

○少数与党下での社会保障をめぐる議論

○「経済財政運営と改革の基本方針2025」
（骨太の方針2025）

○医療法改正、2026年度診療報酬改定等

45



46



47



○一部野党が主張する「医療費4兆円削減論」をどう

 考えるか

・日本の医療費の国際比較（P15）
・給付と負担のバランスをどう考えるか

・消費税減税論をどう考えるか

→社会保障目的税としての消費税

 すでに最大の税収項目となっている現実
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令和７年度一般会計予算歳出内訳
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令和７年度一般会計予算歳入内訳
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